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住宅着工・許可件数（Housing Starts and Building Permits）

住宅着工 住宅許可 ﾓｰｹﾞｰｼﾞ 住宅市場

一戸建て ２～４戸 ５戸以上 北東部 中西部 南部 西部 一戸建て ２～４戸 ５戸以上 北東部 中西部 南部 西部 金利 指数

12/07 741 512 12 217 88 116 351 186 839 520 29 290 90 118 427 204 3.76 35

12/08 749 537 7 205 75 128 376 170 827 520 28 279 82 128 430 187 3.80 37

12/09 854 591 9 254 79 147 424 204 921 559 29 333 88 150 475 208 3.66 40

12/10 864 595 17 252 75 151 425 213 908 570 26 312 82 156 479 191 3.60 41

12/11 842 576 10 256 68 154 449 171 933 574 29 330 78 164 488 203 3.53 45

12/12 983 620 18 345 115 190 465 213 943 584 30 329 100 146 471 226 3.50 47

13/01 898 614 11 273 87 95 483 233 915 588 26 301 100 147 448 220 3.65 47

13/02 969 652 10 307 106 135 505 223 952 600 31 321 83 148 488 233 3.75 46

13/03 1005 623 26 356 94 140 554 217 890 599 25 266 100 139 450 201 3.80 44

13/04 856 597 14 245 78 153 416 209 1005 614 25 366 99 165 515 226 3.64 41

13/05 914 599 9 306 71 132 490 221 974 622 27 325 103 155 498 218 3.86 44

13/06 4.15 52
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13年５月の住宅着工件数（季節調整済み、年率換算）は、91.4万戸と市場予想中間値

95.0万戸を下回ったものの、前月比＋6.8％増加した。また、建設中の物件の増加によ

って、許可済み未着工の物件が拡大しており、５月の住宅着工件数が示す以上に建設需

要は強いと判断される。住宅着工件数は、依然として06年１月の227.3万戸を大幅に下

回っているが、11年以降回復傾向を辿っており、米経済成長に貢献している。地域別で

は、北東部、中西部が減少したものの、竜巻被害もあった南部、西部が増加した。形態

別にみると、住宅着工の基調を決める「一戸建て住宅」が小幅増加したうえ、変動の大

きい「集合住宅」が急増した。 

一方、５月の住宅着工許可件数（季節調整済み、年率換算）は建設中の物件の増加傾

向を背景に97.4万戸と前月比▲3.1％減少し、市場予想中間値の97.5万戸を下回った。

一戸建て住宅が増加したものの、集合住宅が減少した。地域では、市場規模の大きい南

部、西部、中西部が減少した。 

住宅市場では、一戸建て住宅販売が回復傾向を辿っているなかで、供給不足から在庫

率が過去最低水準で推移している。このような状況のもと、６月に住宅販売が一段と増

加しているとみられることや、住宅建築業者が住宅市場の先行きに対して楽観的な見方

を強めていることから、住宅着工件数は年後半に回復ペースを速めると予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の住宅着工件数５月の住宅着工件数５月の住宅着工件数５月の住宅着工件数

はははは 91.491.491.491.4 万戸と前月比万戸と前月比万戸と前月比万戸と前月比

＋＋＋＋6.86.86.86.8％増加％増加％増加％増加    
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13131313 年は住宅販売の回年は住宅販売の回年は住宅販売の回年は住宅販売の回

復傾向、低い在庫率を復傾向、低い在庫率を復傾向、低い在庫率を復傾向、低い在庫率を

背景に住宅着工件数の背景に住宅着工件数の背景に住宅着工件数の背景に住宅着工件数の

高い伸びが見込まれる高い伸びが見込まれる高い伸びが見込まれる高い伸びが見込まれる    
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形態別の詳細をみると、着工の基調を示す「一戸建て住宅着工件数」は59.9万戸と前

月比＋0.3％増加したが、依然ピークの約180万戸を大幅に下回ったままである。一方、

変動の大きい「集合住宅の着工件数」は、５月に35.2万戸、前月比で＋21.6％と急増し

た。集合住宅の着工件数は、低い金利水準、賃貸需要の拡大等を背景に00年～07年の平

均的な水準である約32万戸を上回った。 

６月の住宅着工に関しては、５月の「一戸建て住宅着工許可件数」が62.2万戸と前月

比＋1.3％増加したことから、一戸建て着工件数は前月比で増加すると予想される。一

方、６月の集合住宅の着工許可件数が35.2万戸と前月比▲10.0％減少しており、変動の

大きい集合住宅の着工件数が大幅に減少するとみられ、６月の住宅着工件数は一旦水準

を切り下げる可能性がある。 

 

建築業者のマインドを示すＮＡＨＢ（全米住宅建築業協会）住宅市場指数は、６月に

52と前月の44から上昇し、拡大縮小の分岐点である50を上回った。先行きの住宅販売見

通しが61に上昇するなど建築業者の先行き拡大期待は強まっており、住宅建設市場の回

復ペース加速を示唆している。 

 

13年の住宅販売を取り巻く環境をみると、所得の増加のほか、所得に対する販売価格

の安定、低いモーゲージ金利などの押し上げ要因がある。一方で、高い失業率、住宅購

入者のクレジットスコアの低下等を背景に、金融機関が住宅ローンの融資スタンスを大

幅に緩和するには時間がかかると見込まれるため、13年の住宅販売は緩やかに増加する

と予想される。しかし、住宅の在庫率が過去最低水準に低下していることや賃貸需要も

強いことから、13年の住宅着工件数は12年の前年比＋27.8％と同程度の高い伸びとなる

公算が大きい。 

 

 

 

 

 

 

着工の基調を示す「一戸着工の基調を示す「一戸着工の基調を示す「一戸着工の基調を示す「一戸

建て住宅着工件数」は建て住宅着工件数」は建て住宅着工件数」は建て住宅着工件数」は

59.959.959.959.9 万戸と前月比＋万戸と前月比＋万戸と前月比＋万戸と前月比＋

0.30.30.30.3％増加％増加％増加％増加    

ＮＡＨＢ住宅市場指数はＮＡＨＢ住宅市場指数はＮＡＨＢ住宅市場指数はＮＡＨＢ住宅市場指数は

６月に６月に６月に６月に 52525252（前月（前月（前月（前月 44444444）と）と）と）と

悪化悪化悪化悪化    
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週次購入用住宅ロー

ン申請指数（右）

住宅販売と住宅ローン申請動向（千）

（注）ローン申請件数は

月平均、１カ月先行。

(出所）米商務省
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（図表）住宅在庫率

中古

新築

(出所）米商務省、全米不動産業者協会
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実質住宅投資とモーゲージ金利の推移
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